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●病院理念●

社会のニーズに応える安全で質の高い医療を皆様に提供すると と も に良識ある人間性豊かな医療人を育成し ます
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● ア レ ルギーセ ン タ ー活動報告 ● セン タ ー長　 寺田 哲也

新 任 の ご 挨 拶
消化器内科　 診療科長  

西川 浩樹
　 2 0 2 2 年8 月１ 日付で消化器内科の診療科長、内科学Ⅱ教

室の教授を 拝命いたし ま し た。消化器内科は上部消化管・ 下

部消化管・ 胆膵・ 肝臓・ 化学療法と 広範囲を カ バーする 診療科

で す。地域の皆様に愛さ れ、頼り にさ れる 消化器内科診療を

展開し ていく 所存ですので、今後と も ご 指導ご 鞭撻を よ ろ し

く お願い申し 上げま す。

9月17日は、「 世界患者安全の日」 です。

当院全体でも 患者安全を 促進する 事へ

の職員の意識、関心を 高め、国際的な理

解を 深めたいと 考え、 9 /1 2（ 月）-9 /1 7

（ 土）を『 世界患者安全週間』と いたし ま

し た。

正面玄関と 病院本館A棟西側出入口にイ

ベン ト カ ラ ー（ オレ ン ジ色）のお花を 設

置し 、職員はオ レ ン ジ 色の医療用マ ス ク を 当日、着用し ま し た 。又、今年度のテ ー マ

「 M ed ication  sa fety」のも と 、地域の医療機関に共通する課題であるポリ フ ァ ーマシーに対

する活動と し て、地域の医療機関共催で医療安全研修会を開催、院外薬局と 共にく すり の適正

使用協議会が作成し たリ ーフ レッ ト を患者さ んに配布し 、啓発活動を行いまし た。

9/12～9/17 「 世界患者安全の日」
        開催のご報告

皆様、こ んにち は。

　『 アレ ルギーにやさ し い街、たかつき 』と いう キャ ッ チフ レ ーズと と も に、昨年1 1 月にアレ ルギーセン

タ ーが開設さ れまし た。ご存知のない方は、下記のQRコ ード を ご参照いただき ホームページやツ イ ッ タ ー

を 覗いてみてく ださ い！病気に関する 解説などを 情報発信し ており ます。

　 そも そも アレ ルギーと いう 病気は、全身のどこ にでも 生じ 、年齢も 小児から 成人まで多岐にわたり ます。

そのよ う なアレ ルギー疾患に対応する ための呼吸器内科、小児科、耳鼻咽喉科、皮膚科、眼科の各診療科の

アレ ルギーを 専門と する 医師と 専門性を 持っ た看護師、薬剤師、栄養士、検査技師から なる 専門医療チーム

です。

　 市民の方を 対象と し た講習会を 毎年8 月に行いま す。今年は食物ア レ ルギーを 対象に行い、現地参加、

W eb参加を含めておよ そ1 0 0 名の方に聴講いただき まし た。来年はアト ピー性皮膚炎を テーマにスキンケ

アなどについての講習会を企画し 、皆様と 一緒にアレ

ルギー疾患の対応を 学んでいき たいと 思っ ています。

　 座学のみなら ず実習形式の講習会を 企画し 、地域

医療を 担う 開業医の先生と も チームを 組み、アレ ル

ギーに苦し む地域の住民の方のお役に立て る セ ン

タ ーにな る べく 頑張り ま すので、よ ろ し く お願いい

たし ます。

ホームページ Tw it t e r

ー 今年も ホームページ上で

「 第9 回世界糖尿病デー in 大阪医薬大」を

開催し ます（ 2 0 2 2 年1 1 月1 日～3 0 日） ー

糖尿病代謝
内分泌内科

糖尿病ケアチーム

こ んなと き どう するの？ 
~糖尿病で困っ た時の対処法について~  
糖尿病ケアチームがお答えし ます！　  

ht tps://www.ompu.ac.jp/udeps/in1/met/wdd_omc/
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糖尿病ケア チ ームと は 
糖 尿 病 治 療 で は 、 食 事 ・ 運 動 を は じ め 、 お
薬 の 管 理 な ど 、 自 分 で し な け れ ば な ら な い
こ と 、 気 を つ け な く て は な ら な い こ と がた
く さ ん あ り ま す 。 し か し 、 患 者 さ ん の 状 態
は 様 々 で あ り 、 そ れ ぞ れ に 応 じ た 病 気 と の
つ き 合 い 方 が 必 要 で す 。 当 院 の 糖 尿 病 ケ ア
チ ー ムは、 左に 示し た 8 つ の種が協力し て 関
わ る こ と で 、 よ り 良 い 糖 尿 病 と の 付 き 合い
方 、 ま た 、 合 併 症 の 予 防 に つ な が る よ う サ
ポ ート し て いく こ と を 目標と し て い ま す 。  
 

糖尿病について考えよう ！ 
　 1 1 月1 4 日は増え続ける糖尿病を 抑制するために

考えら れた世界糖尿病デーです。 本年は、 「 こ んな
と き どう するの？～困っ た時の対処法について～」
を テーマと し たホームページを 糖尿病ケアチームで
作成し まし た。 みなさ まに知っ てほし いこ と を掲載

し ています。 ぜひご覧く ださ い。  
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市 民 公 開 講 座「 第9 回市民公開セミ ナー」開催のご報告

がん医療総合セン タ ー設立1 0 周年記念
　 2 0 2 2 年9 月3 日（ 土）、新講義実習棟P1 0 1 において、市民公開セミ ナーを 開催いたし まし た。

藤阪保仁副セン タ ー長から「 肺がんの薬物療法最前線」、二瓶圭二副セン タ ー長から「 こ こ までで

き る 、放射線治療～X 線治療と BN CT」、後藤昌弘副セン タ ー長から「 消化器がんの薬物療法最前

線」、後藤愛実 化学療法セン タ ー・ がん専門薬剤師から「 こ こ まででき る 、副作用のサポート 」、西

田豊美 栄養部・ がん病態栄養専門管理栄養士から「 がん治療を支える 栄養管理」について、講演い

たし まし た。

　 コ ロ ナ禍にも 関わら ず、5 0 名余り の方がご参加く ださ いまし た。当セン タ ーでは、市民の皆様

に安全で安心でき る医療が提供でき るよう に多職種が連携し て取り 組んでいます。

「 大学病院新本館」
  建築ニュ ース 
病院新本館A 棟が2 0 2 2 年7 月1 日に無事開院し まし た。工事期間中、皆様

にはご理解と ご協力をいただき あり がと う ございまし た。

8 月から はB棟建設に向けた中央診療棟の解体工事が始まっ ています。解

体工事は2 0 2 3 年6 月末に完了予定です。

解体工事期間中、迂回路や騒音等で皆様にはご不便・ ご迷惑を おかけし て

おり ますが、引き 続き ご理解と ご協力をお願いし ます。

大阪医科薬科大学病院

ボラ ンティ アグループ「 ふれあい」の

活動状況ご報告

第9 回がん医療総合センタ ー市民公開セミ ナーでの二瓶副センタ ー長の講演

七夕コ ーナーの風景

7 月、7 号館1 階に七夕コ ーナーを設け、七夕飾り をいたし まし た。

7 月2 0 日、笹飾り の短冊3 0 9 枚を三島鴨神社に奉納し 、お焚き 上げをし て

いただきまし た。

9 月、現在活動中のエコ キャ ッ プ 活動、季節の飾り グループ活動(月・ 水曜

日)、グリ ーン 活動、縫製活動、使用済み切手収集、通信グループ 活動に加

え、押し 花の作成、絵手紙教室の活動を行う こ と ができまし た。

なお、患者さ んと 接するボラ ンティ ア活動は現在休止し ており ます。

七夕の短冊の飾り つけ作業風景

三島鴨神社に3 0 9 枚の短冊の奉納

「 第3 回三島医療圏 合同市民公開セミ ナー」開催のお知ら せ

テーマ：「 も っ と 知ろ う がんのこ と 」

開催日時： 2 0 2 2 年1 1 月2 6 日（ 土）1 3 時3 0 分～

場所： 学Ⅰ講堂（ 講義実習棟2 階）

※詳細はホームページ、または院内掲示をご確認く ださ い。

七夕コ ーナー展示ケース


